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　木村副町長が本町の副町長に就任して１
年が過ぎました。国や地域振興関係者など
のさまざまな人脈を生かして、講演会や勉
強会を開いたり、新たなまちづくりのアイディ
アを提案してもらったりして活躍していただ
いています。
　まちづくりにはさまざまな方々が関わって、
いろいろな知恵や見識などを活用し、人や
物の動きを活性化させていくことが重要で
す。そのためにはやはり、外からの視点は不
可欠で、その点でも、木村副町長のように東
神楽町外の人からのアドバイスは貴重です。
　東神楽町の人口も１万300人を超えてい
ますが、昭和の時代から住み続けている人
はたぶん３千人もいないではないでしょう
か。しかし、新たに東神楽町に定住してきた
人たちと昔から住んでいる人たちが連携して
まちづくりをしてきたのが、東神楽町の特徴
といえます。その意味では、『外からの視点』
は既に内在的に発揮している面は多いと思
いますし、そのことも昔から先取の気質に富
んだ地域である証左なのかもしれません。
　地方創生も含め、今はまちづくりのアイディ
アが強く求められている時代です。内部から
もそして外部からもさまざまなアイディアをい
かしたまちづく
りを進めたいと
思っています。

ɹࠓ月のදࢴはɺՖまつりでのҰ
ຕですɻ育බηンλʔのϒʔεに
てɺ子Ͳͨち͕おؾにೖりのՖ
Λબんでいるのでしΐうかɺ΄っこりする場໘ですͶɻՖまつりΛ
ԹのมԽでମ調Λ่さؾなٸますɻ͡ײにॵさ͕Βいͩようにڥ
ないようにおؾΛ͚くͩさいɻさてɺ̕月にೖるとҰؾに『秋』
Λ͡ײますɻ秋といえばよく『˓˓の秋』とදݱされます͕ɺօさ
んはԿΛࢥい浮かますかʁࢲはஅ然ɺ৯ཉの秋です ( স ) ̕月は
町内֎で৯のイϕンτ͕നԡしですのでɺࠓかΒ楽しみですɻ（ͨ）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
『
東
神
楽
の
種
と

実
セ
レ
ク
ト
』Ｐ
Ｒ
担
当
大
臣
の
小
林
で
す
。

　

　

今
月
か
ら『
東
神
楽
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
』

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
東
神
楽
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
』
と
聞
い
て

も
「
な
に
そ
れ
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

種
と
実
セ
レ
ク
ト
は
、
な
か
な
か
皆
さ
ん

に
知
ら
れ
て
い
な
い
東
神
楽
の
名
産
品
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
町
イ
チ

オ
シ
の
素
晴
ら
し
い
農
作
物
や
加
工
品
な
ど

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

種
と
実
セ
レ
ク
ト
の
商
品
は
、
東
神
楽
産

の
材
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
町
内

で
作
ら
れ
、
東
神
楽
か
ら
発
信
さ
れ
る
も
の

が
『
東
神
楽
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
』
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
作
ら
れ
て
い
る
方
々
の
熱

い
思
い
や
自
慢
の
こ
だ
わ
り
な
ど
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

種
と
実
セ
レ
ク
ト
の
名
前
の
由
来
は
、
東

神
楽
に
あ
る
様
々
な
『
種
』
が
『
花
』
を
咲

か
せ
、や
が
て
『
実
』
と
な
る
。
そ
の
『
実
』

を
鳥
が
遠
く
へ
運
び
拡
が
る
よ
う
に
、
町
の

取
組
が
循
環
し
、
町
が
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
は
、
空
を
飛
び
、
種
を
運
ぶ
、
鳥

が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、
鳥
に
は
空
港
の

所
在
地
と
し
て
飛
行
機
の
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

　

現
在
、
東
神
楽
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
は
、

農
産
物
、
加
工
品
、
家
具
な
ど
10
商
品
以
上

あ
り
ま
す
。
随
時
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
食
べ
て
、

使
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
良
さ
を
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
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今
月
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
は
、
有
限
会
社

ロ
ッ
ク
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
の
ト

マ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
の

ト
マ
ト
は
土
を
使
わ
ず
、
水
分
や
栄
養
分
を

十
分
に
吸
収
で
き
る
よ
う
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

と
い
う
天
然
鉱
物
か
ら
つ
く
ら
れ
た
繊
維
を

培
地
と
し
た
水
耕
養
液
栽
培
で
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
で
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
り
、生
育
に
適
し
た
栄
養
調
整
を
行
い
、

ま
た
、
害
虫
も
抑
え
ら
れ
る
た
め
ク
リ
ー
ン

な
環
境
で
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
さ
ん
で

は
、
大
玉
、
中
玉
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
色
と
り
ど
り

の
も
の
や
、
味
や
形
が
違
う
も
の
な
ど
、
な
ん

と
８
種
類
も
の
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
は
６
月
で

一
度
収
穫
が
終
わ
り
ま
す
が
、
苗
を
植
え
替

え
後
、ま
た
９
月
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

敷
地
内
に
あ
る
直
売
所
で
は
11
月
い
っ
ぱ
い

お
い
し
い
ト
マ
ト
が
購
入
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

ʮ東神楽のछͱ࣮ηϨΫτʯ

東神楽ʹ͋Δ͞·͟·ͳʮछʯ͕ʮՖʯΛ࡙͔ͤɺ͕ͯʮ࣮ʯͱͳΔɻ

ͦのʮ࣮ʯΛௗ͕ԕ͘ӡͼ֦͕ΔΑ͏ʹɺ町のऔΓΈ͕॥͠ɺ

町͕ൃల͢Δ͜ͱΛͯͬئɺϩΰϚʔΫΛ੍ఆ͠·ͨ͠ɻ

ࣸਅ：ひ͕しか͙Β P3内ֳ
ɹɹɹӈྻのԼかΒ３൪͕খྛですɻ

図：ロΰϚʔΫのイϝʔδߏ成
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ɹὸ 011�290�5601
େઇ地۠広Ҭ࿈߹ࠃ民健康อݥରࡦ室
ɹὸ �2�3697（562・563）
東神楽町　健康;くし՝
ɹὸ �3�5�30（௨）
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˔ҩྍඅ௨Λૹ͠·͢
ɹඃอऀݥのҩྍඅ૯ֹなͲについておΒせする『ҩྍඅ௨』Λɺࠃ民健康อݥでは年̒回ɺ後ऀྸߴظҩྍ
制度では年̎回ɺରؒظにҩྍؔػなͲΛड診しͨશてのඃอऀݥのօさんૹしますɻ
ɹこれはɺҰఆؒظにお͚るҩྍඅΛおΒせすることでɺ自ݾの健康ཧにཱてていͨͩくととにɺࠃ民健
康อݥや後ऀྸߴظҩྍ制度にରするೝࣝΛਂΊてい͖ͨͩɺҩྍඅదਖ਼Խやඃอऀݥのෛ୲ܰݮΛ図ることΛ
తとしていますɻ

˔ҩྍඅ௨ͷ׆༻ྫ
　○医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。

　○健康診査など皆さんの健康増進に役立つ情報をお知らせします。

　○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。

イメージ図

診ྍ年月 診ྍΛड͚ͨํ ҩྍؔػの໊শ ۠ 日 ҩྍඅ૯ֹ 自ݾෛ୲ֹ

30 年１月 େઇɹଠ ˓˓පӃ ֎དྷ １ 10000 3000

30 年̎月 େઇɹՖ子 ʷʷༀہ 調ࡎ １ 5000 1500

߹計 15000 �500

˔ҩྍඅ߇আͷਃࠂʹ͍ͭͯ
ɹ˓このおΒせはɺҩྍඅ߇আのਃࠂखଓでҩྍ
අの໌ࡉ書として༻すること͕で͖ますɻ

ɹ˓ҩྍඅ௨はߦൃ࠶しておりませんのでɺେ
にอしてくͩさいɻ

˙͓͍߹Θͤઌ
ւಓ後ऀྸߴظҩྍ広Ҭ࿈߹
ɹὸ 011�290�5601
େઇ地۠広Ҭ࿈߹ࠃ民健康อݥରࡦ室
ɹὸ �2�3697（562・563）
東神楽町　健康;くし՝
ɹὸ �3�5�30（௨）

˔͝ҙ͍ͩ͘͞
˓ ҩྍؔػなͲのٻれやٻ内༰Λ৹査தの
のなͲҰ෦のड診ه͕ࡌهされていない場߹͕
͋りますɻ

˓ 自ݾෛ୲ֹはɺࢢ町ଜなͲかΒҩྍඅ助成Λड
͚ているなͲɺࡌهされている金ֹと࣮ࡍに૭
っͨ金ֹ͕ҟなる場߹͕͋りますɻࢧでޱ

˓ このおΒせはɺօさんのड診ঢ়گについてお
Βせするので͋りɺٻ書では͋りませんɻ
まͨɺ特にखଓ͖なͲΛߦっていͨͩくඞཁは
͋りませんɻ

˔ൃૹ月ɾରྍ月
（年̒回）ݥ民健康อࠃ˓

ൃૹ月 診ྍ月

ฏ成 30 年８月 ฏ成 30 年̐月～̑月

ฏ成 30 年 10 月 ฏ成 30 年̒月～̓月

̎Χ月ごと ̎Χ月

˓後ऀྸߴظҩྍ制度（年̎回）

ൃૹ月 診ྍ月

ฏ成 30 年̕月 ฏ成 30 年１月～̒月

ฏ成 31 年３月 ฏ成 30 年̓月～ 12 月
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■がんによる死亡率
　近年の日本は、２人に１人ががんになり、
３人に１人ががんで亡くなる世界有数のがん
大国です。全国的に見ても、北海道はがんに
よる死亡率が高く、特に肺がんは男女ともに
ワースト１位となっています。（図１）
　遺伝によるがんの発症リスクもありますが、
食生活や飲酒、喫煙（受動喫煙も含む）といっ
た生活習慣が大きく影響すると言われていま
す。（図 2）

■がんと関連する生活習慣
　タバコやアルコールはがんの発生率を高め
ますが、脂肪の多い肉類のとりすぎも発がん
物質を増やすことがわかっています。
　がんの発生には、『活性酸素』という猛毒の
物質が関わっています。活性酸素は、紫外線
や放射線、タバコ、食品添加物など、あらゆ
るものから発生し、細胞や遺伝子を攻撃しま
す。がんは、細胞が活性酸素の攻撃により、
突然変異を起こし、成長したものなのです。
　では、活性酸素から身を守るためにはどう
したらよいのでしょうか？実は、野菜には活
性酸素を消去する働きをする物質が多量に含
まれています。しかし、北海道の実態を見て
みると、野菜の収穫量は全国 1位ですが、摂
取量はワースト 2位という結果になっていま
す。

■がん検診を受けましょう
　がんは予防と同じくらい、早期発見・早期
治療が大切です。がんの早期発見・早期治療
ができれば、完治の可能性が高くなるだけで
なく、治療にかかる費用や時間などの負担も
軽くなります。
　早期のがんでは、症状はまず出ません。早
期にがんを発見できるのは検診です。症状が
出てから検査を受けるのではなく、症状がな
いうちから定期的に検診を受けることがとて
も大切です。
　町では少ない自己負担で受けることのでき
る、『各種がん検診』を実施しています。対象
年齢の方であれば年 1回、（子宮・乳は 2年
に１回）受診できます。詳しくは広報 9月号
の折込チラシをご覧ください。

͕Μݕͳͥେࣄʁ

図１ɹ75歳ະຬのࢮ（�7ಓݝத）（2015年）
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　昨年も厳しい夏でしたが、今年の夏はそれ以上
に厳しい暑さが続きましたね。連日のように激し
い雷雨が続いた地域があり、また雨がほとんど降
らないカラカラの地域もあり、人にも植物にも本
当に厳しい気候でした。
　猛暑続きの頃はもう秋は来ないのでは？と思う
時期もありましたが、秋に咲く植物たちは少し早
めに開花を始めています。
　秋の植物といえばやはり秋の七草でしょうか。
萩、尾花（ススキ）葛、撫子、女郎花、藤袴、桔
梗の七つの植物です。春の七草は食べることがで
き、七草粥も有名ですね。お正月明けにはスーパー
の野菜売り場に七草粥セットが多数並んでいるの
をよく見かけます。しかし秋の七草は食べること
はできず、スーパーなどには並ばないことから意
外と知られていないのが実情です。万葉集で詠ま
れている秋の七草の方が歴史的には古いといわれ
ていますが…

　秋の七草はお粥にできませんが、薬草や生活の
材料として使われています。薬草として、桔梗は
根にサポニンを多く含み鎮咳や解熱などに、女郎
花は全草を乾燥させて煎じたものが解熱や解毒な
どに、藤袴は乾燥させ利尿剤などに、萩は根が鎮
咳に、尾花は根が解熱や利尿作用に、撫子はむく
みや高血圧に、葛は根を乾燥させた葛根（かっこ
ん）を使って葛根湯を作り風邪や下痢などに使わ
れてきました。
　そのほかにも、マメ科の萩は荒れ地でもしっか

りと育ち栽培しやすい植物として万人に愛され
てきました。撫子は万葉の時代からしばしば日本
女性や子どもに例えられています。尾花はかつて
萱（かや）と呼ばれて、最近はほとんど見かけな
くなりましたが茅葺屋根の材料として使われて
きました。また十五夜の月見では、萩と一緒に尾
花を飾る風習は今でも見掛けることができます。
秋の七草は古くから人の生活に関わってきた植
物です。
　春の七草に比べて覚えにくいといわれますが、
覚え方は、それぞれの植物名の頭文字を並べて
『お好きな服は？』『ハスキーなお袋』の２つが有
名です。私は子供の頃に母親から前者で教えられ
ました。今でも秋の七草を思い出すときは自然と
『お好きな服は？』が頭に浮かびます。
　私の住む地域では、桔梗、女郎花、撫子、藤袴、
萩、葛、尾花の順に秋の七草が開花していきます。
今年も一番早く咲いたのは桔梗で、7月の上旬に
咲き始めました。平年より 2週間ほど早い開花
となりました。ほかの七草もあれだけの猛暑にも
関わらず平年より少し早めの開花となっていま
す。今年は、秋の種蒔
きの時期も少し早めに
おこなった方が良さ
そうですね。秋の種
蒔きは残暑が緩み始
める彼岸花が咲き始め
る時期になりま
す。

ͳʁ͖͓
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人
は
お
サ
ル
の
仲
間
で
す
。『
群
れ
』

の
な
か
で
育
ち
、
生
き
て
い
く
『
社
会
的

動
物
』
で
す
。
家
族
を
基
盤
に
し
て
、
親

戚
、
隣
近
所
、
保
育
園
、
小
学
校
…
と
交

流
域
を
拡
げ
な
が
ら
自
分
を
知
り
、
相
手

を
知
り
、
社
会
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
重
要
な
働
き
を
す
る
の
が
『
言

葉
』。
人
は
言
葉
を
使
っ
て
考
え
、
言
葉

を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

す
。
言
葉
が
人
を
育
て
、
言
葉
が
人
間
関

係
を
、
ひ
い
て
は
人
生
を
創
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
、『
子
ど
も
に

正
し
い
言
葉
で
話
さ
な
き
ゃ
』『
子
ど
も

に
価
値
あ
る
一
言
を
伝
え
な
き
ゃ
』
と
お

考
え
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
む
し

ろ
逆
。
大
切
な
の
は
『
何
を
言
う
か
』
で

は
な
く
、『
何
を
聴
く
か
、
ど
う
聴
く
か
』

で
す
。

　「
ね
ぇ
、
ね
ぇ
、
お
母
さ
ん
…
」「
お
父

さ
ん
、
あ
の
ね
…
」、
小
学
校
低
学
年
ぐ

ら
い
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
と
に
か
く

親
に
話
を
聴
い
て
ほ
し
が
り
ま
す
。
聴
い

て
も
ら
う
こ
と
で
親
の
愛
、
自
分
の
存
在

を
確
認
し
て
い
る
の
で
す
。
高
学
年
か
ら

中
高
生
に
な
る
と
、
そ
ん
な
露
骨
な
表
現

は
し
な
く
な
り
ま
す
が
、
実
は
聴
い
て
ほ

し
い
欲
求
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
人
は
、
話

す
こ
と
で
他
者
と
繋
が
り
な
が
ら
生
き
る

社
会
的
動
物
な
の
で
す
か
ら
。

　
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、悩
み
や
不
安
、

課
題
、
喜
び
、
感
動
な
ど
、
何
ら
か
の
荷

物
を
両
手
に
抱
え
て
生
き
て
い
ま
す
。
抱

え
た
ま
ま
で
は
重
く
て
苦
痛
で
す
。
だ
か

ら
『
話
す
』
こ
と
を
求
め
る
の
で
す
。『
話

す
』
こ
と
は
『
放
す
』
こ
と
。
し
っ
か
り

聴
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
す
っ

き
り
し
、
楽
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
両
手
に
抱
え
て
い
る
荷
物
は
、

自
分
で
は
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
荷
物
の
正

体
を
知
る
た
め
に
は
少
し
距
離
を
置
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。『
あ
の
ね
、
実
は
ね
…
』

と
人
に
話
し
始
め
る
と
、
徐
々
に
徐
々
に

荷
物
と
距
離
が
で
き
自
分
の
荷
物
が
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。『
話
す
』
作

業
は
、
荷
物
を
『
離
す
』
こ
と
で
自
分
を

客
観
視
す
る
作
業
で
も
あ
る
の
で
す
。

　『
放
す
』『
離
す
』
が
で
き
る
と
両
手
が

空
き
ま
す
。
楽
だ
し
、
自
由
だ
し
、
欲
し

い
も
の
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ

キ
イ
キ
し
て
い
る
子
と
い
う
の
は
、
こ
の

状
態
な
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
話
を
聴
い
て
い
る
と
、『
良

い
』『
悪
い
』『
甘
い
』『
正
し
い
』『
間
違
っ

て
い
る
』『
自
分
勝
手
だ
』…
い
ろ
ん
な『
判

断
』
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
判
断
を

ち
ょ
っ
と
脇
に
の
け
て
置
い
て
お
き
、
子

ど
も
の
言
葉
を
し
っ
か
り
受
け
取
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
、

目
線
や
表
情
、
う
な
ず
き
や
あ
い
づ
ち
を

交
え
な
が
ら
。「
は
〜
、
そ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
」「
ふ
〜
ん
、
そ
う
思
う
ん

だ
」「
へ
〜
、
そ
う
考
え
て
る
ん
だ
」「
ほ

〜
、
そ
う
し
た
い
ん
だ
」
と
。

　
幼
い
子
ど
も
は
語
彙
が
少
な
く
、
上
手

に
自
分
の
思
い
を
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
思

春
期
の
子
ど
も
は
、
語
彙
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ド
や
照
れ
、
反
抗
心

が
邪
魔
を
し
て
思
い
を
丁
寧
に
表
現
し
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
子
ど
も
な
の
で
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
の
言
葉
を
、
声
な
き
声

を
丸
ご
と
受
け
取
る
こ
と
は
少
々
苦
痛
を

感
じ
る
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ

の
先
に
、新
鮮
な
発
見
が
待
っ
て
い
ま
す
。

素
敵
な
親
子
関
係
や
、
子
ど
も
の
成
長
が

待
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
子
ど
も
の
話
に

耳
を
傾
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

プロフィール

( 株 ) 対話教育研究所代表取締役

（一社）日本青少年育成協会主席研究員・指導者育成委員長

1965 年京都府生まれ　私立高校教諭、民間総合教育機関社員・役員を経て現職

教育におけるコーチングの有用性に早くから着目し、1999 年から研究・実践に

着手、「教育コーチング」「パパ・ママコーチング」を開発する。講演・研修参加

者は 120,000 人を突破

著書に『子どもが本当の幸せをつかむ魔法のパパ・ママコーチング』（PHP研究

所）『子どもの心に届く言葉、届かない言葉』（学習研究社）『この 1冊でわかる！

アクティブラーニング』（PHP研究所）等がある
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内

9月5日㈪午前10時～11時30分
※お誕生会の後に移動します。遅
　れる方は職員へご相談ください。

日

東神楽幼稚園場

東神楽幼稚園の先生が
お話してくれます。

子育て講座

他

子育て講座
9月10日㈪午前10時～11時30分日

ぱれっと場

０歳（お座りができるくらい）～
就学前児と保護者　16組

対

内 親子ヨガ

参加費…１組200円。
詳しくは、わくわく便りをご覧ください。

申 9月５日㈬午前中までに、
こども未来課まで

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後２時～４時
②【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後２時～４時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

9月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】

日

すくすく広場
９月27日㈭午前10時～11時30分日

ぱれっと場

０歳と保護者対

内 絵の具遊び（手形・足型アート）

申 ９月21日㈮午前中までに、
こども未来課まで

申 志比内地区以外で参加される方
は、事前にぱれっとまでご連絡く
ださい。

にこにこサロン★志比内
９月26日㈬
午後１時５分～２時10分

日

志比内小学校場

０歳～就学前児と保護者対

他

すくすく広場
8月9日㈫午後2時～3時30分日

ぱれっと場

０歳児と保護者対

内 絵の具遊び

着替え、飲み物、タオル（大きめ）、
帽子、ビニール袋　親子ともに汚
れても良い服装で参加ください。

申 7月26日㈫～8月5日㈮午前中ま
でに、こども未来課まで

他

わくわく教室
９月12日㈬午前９時30分～11時30分日

総合体育館２階場

０歳～就学前児と保護者対

内ミニ運動会！

参加費…子ども１人につき100円。
詳しくは、わくわく便りをご覧くだ
さい。

申 ９月７日㈮午前中までに、こども
未来課まで

内 絵の具遊び

日

①ぱれっと
②これっと総合体育館

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（①のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①９月25日㈫　②９月28日㈮
午前9時30分～11時30分

①９月18日㈫　②９月20日㈭
午前９時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

②ふれあい交流館 ２階和室

内

子育てや教育に関する不安・悩み
の相談を受けます。あわせて、親子
のふれあいの場として『わくわく広
場』も開設しています。

９月26日㈬
午前９時30分～11時30分

日

ぱれっと場

小規模保育園の先生がお話して
くれます。

子育て教育相談

よちのび広場
９月27日㈭午後２時～３時30分日

ぱれっと場

１歳～就学前児と保護者対

内 絵の具遊び（ボディペインティング）

申 ９月21日㈮午前中までに、
こども未来課まで

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については、
『わくわく便り』に詳細を記載していますので、併せてご覧ください。

※９月 19 日㈬開催の１歳半・３歳児健診は、対象の方へ個別にご案内します。
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【■ の行事については】

日

すくすく広場
９月27日㈭午前10時～11時30分日

ぱれっと場

０歳と保護者対

内 絵の具遊び（手形・足型アート）

申 ９月21日㈮午前中までに、
こども未来課まで

申 志比内地区以外で参加される方
は、事前にぱれっとまでご連絡く
ださい。

にこにこサロン★志比内
９月26日㈬
午後１時５分～２時10分

日

志比内小学校場

０歳～就学前児と保護者対

他

すくすく広場
8月9日㈫午後2時～3時30分日

ぱれっと場

０歳児と保護者対

内 絵の具遊び

着替え、飲み物、タオル（大きめ）、
帽子、ビニール袋　親子ともに汚
れても良い服装で参加ください。

申 7月26日㈫～8月5日㈮午前中ま
でに、こども未来課まで

他

わくわく教室
９月12日㈬午前９時30分～11時30分日

総合体育館２階場

０歳～就学前児と保護者対

内ミニ運動会！

参加費…子ども１人につき100円。
詳しくは、わくわく便りをご覧くだ
さい。

申 ９月７日㈮午前中までに、こども
未来課まで

内 絵の具遊び

日

①ぱれっと
②これっと総合体育館

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（①のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①９月25日㈫　②９月28日㈮
午前9時30分～11時30分

①９月18日㈫　②９月20日㈭
午前９時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

②ふれあい交流館 ２階和室

内

子育てや教育に関する不安・悩み
の相談を受けます。あわせて、親子
のふれあいの場として『わくわく広
場』も開設しています。

９月26日㈬
午前９時30分～11時30分

日

ぱれっと場

小規模保育園の先生がお話して
くれます。

子育て教育相談

よちのび広場
９月27日㈭午後２時～３時30分日

ぱれっと場

１歳～就学前児と保護者対

内 絵の具遊び（ボディペインティング）

申 ９月21日㈮午前中までに、
こども未来課まで

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については、
『わくわく便り』に詳細を記載していますので、併せてご覧ください。

※９月 19 日㈬開催の１歳半・３歳児健診は、対象の方へ個別にご案内します。

　広報誌 2017 年 12 月号の『花のまち随想』で山本
進町長が、『東神楽町は裕福な町だと評価されること』
に対して疑問を呈しておられました。私も、町内外
の方から『東神楽はお金持ちの町ですね』と言われ
ることが多いと感じていますし、その度に大いなる
違和感を覚えます。ここではっきり言いますが、『東
神楽はむしろ貧乏な町』です。
　その根拠は二つあります。一つは、東神楽町の町民
の所得水準が低いからです。東神楽町民の所得水準は、
RESAS によると全国 1074 位（全 1718 自治体）。全
国平均以下のごく普通の所得水準です。なお、北海道
に限ってみれば 68位（全 179 自治体）であり、確か
に道内では少し所得の高い方ですが、下を見て安心し
ているようでは町や北海道に未来はありません。
　もう一つは、先に山本町長が指摘するように、町
の財政にゆとりがないからです。全国の町村の財政
規模の平均が76.3億円、東神楽町に似た自治体に限っ
てみても 70.2 億円（人口１万人）です。一方で、東
神楽町の財政規模は 59.4 億円。人で言えば年収が他
の人の８割ぐらいしかない貧乏な町です。
　町の財政についてもう少し掘り下げてみましょう。
どんなに貧乏な人であっても生活をするのに最低限
使わなくていけない生活費があります。町の財政で
は、それを『義務的経費』と呼びます。我が町の義
務的経費は 33.3 億円であり、実に 56.1％を占めま
す。これは全国平均 48.4％に比べても高い数字です。
もし、普通の自治体のように 70億程度の予算がある
のであれば、義務的経費のシェアは 48％程度となり、
全国平均並みとなります。
　つまり、東神楽町は借金のせいで生活が苦しいわ
けではありませんが、ただ単純に予算（収入）が少
ないがため、政策に使うことができるお金が少なく、
『貧乏な町』と言うことができると思います。
　さて、私が東神楽町に初めて訪れたのは昨年の６
月です。このときに感じた町の印象は、『公共施設が
少ないな』というものでした。実際に調べたら公共
施設の敷地面積は一人当たり 9平方メートルと全国
平均（人口１万人未満）の 11.6 平方メートルよりも

ずっと少ないものでした。これは誰の口からも聞い
たことはありませんが、大いに自慢できることだと
思います。
　今、多くの自治体は財政難に陥っています。これ
は国の補助金に飛びついて無計画にたくさんの建物
を作った結果、膨大な維持管理に予算を使わざるを
得ない状況に陥っているからです。そうした自治体
に比べて我が町はとても慎ましく、堅実な自治体だ
と言えると思います。
　我が町は貧乏な町だからこそ、これからも未来を
見据え、できるだけ将来の維持管理費がかからない
よう、公共施設を身の丈にあったものにしていく必
要があります。どこの町とは言いませんが、この先、
人口減少社会が到来する中、見通しも立てずに無責
任に公共施設を増設するなんて天下の愚策です。
　これに対して、我が町は別な道を歩みます。公共
施設を統廃合し、コンパクトシティに合った複合施
設を作ってまいります。現在、計画している複合施
設はこうした背景と考えを元に実施する政策です。
　おもちゃをほしがる子どものように、お金持ちの
自治体を見てうらやましいと思って無計画にいらん
施設を作るのではなく、貧乏な町だからこそ、将来
への負担を最小限に止めるよう慎ましく堅実に計画
的に生きる。もちろん、今回の複合施設には国の補
助金を 40％使う予定であり、町の負担は最小限に抑
えるつもりです。
　人のフリ見て我がフリなおせ。我が町は、放蕩し
て財政難に苦しむ自治体の悪しき先例を学び、『クレ
バーな自治体』として将来を生き抜いてまいります。

౦ਆָொ༟ͳொ͔ʁශͳொ͔ʁ
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˙͍߹Θͤɹ݈߁;͘͠՝;͘͠άϧʔプʢὸ�������ʣ

ɹւಓ͕ઃஔしている『΄っと』ではɺ࣍の日
ఔで巡回相談会Λ開ઃしますɻ
ɹࣄɺお金ɺ家ɺਓとのؔのことなͲɺく
Βしにؔするみごとɺࠔりごとについてうか͕
いɺҰॹに՝のཧやղܾํ๏Λߟえɺ相談内
༰にԠ֤ͨ͡छ制度やサʔϏεɺઐؔػにつな
͗ますɻ相談内༰͕֎෦にれる৺は͋りませ
んのでおܰؾにごར༻くͩさいɻ̡ ཁࣄલ༧ʳ
˙日 ɹ̕月かΒ࣌ 12 月までのୈ̐木༵日（9�27ɺ

10�25ɺ11�22ɺ12�27）
֤日ޕ後１࣌ 30 かΒ ࣌3 30 

˙ ॴɹ場ிࣷ 1֊ɹ健康相談室
˙༧ ɹ֤日ఔ̎日લまでに健康;くし՝;くしグ

ϧʔϓおిにておਃしࠐみくͩさい
˙૬ஊඅɹແྉ

˙͍߹Θͤɹ݈߁;͘͠ ՝;͘͠ άϧʔプʢὸ�������ʣ

ɹೝやো͕いなͲによってஅྗ͕Լし
て『自Βしく҆৺してΒす』ͨΊの制度で
͋る成年後見制度Λɺॳ৺ऀ͚にわかりやすく
ཧղするͨΊの講座および相談会Λ開࠵しますɻ
˙日 ɹ̕月࣌ 21 日 ɹޕ後̎࣌̐～࣌
˙ ॴɹަྲྀϓϥβつつ͡館
˙ର ɹ成年後見制度についてのཧղにؔ৺の͋

る町民のํ
˙内 ༰ɹ・講ԋɹ『やさしく学ぼう成年後見制度』

講師ɹ旭川成年後見ࢧԉηンλʔ
ηンλʔɹੴށ୩ɹ康࣏ɹࢯ

・成年後見にؔするݸ別相談会ɹ
˙ਃ ɹ9月ࠐ 20 日までに健康;くし՝;くしグ

ϧʔϓおిにておਃしࠐみくͩさい
Ճඅɹແྉࢀ˙
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ン
λ
ー
ớ
ὸ
̌
̍
̎
̌
Ổ
９
̓
̎

Ổ
̐
８
９
Ờ
で
ड
͚
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
直


お
ਃ
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ಛ�ఆ�݈��
Ճೖ͍ͯ͠Δҩྍอݥ ඞཁͳखଓ͖

ݥอ߁ຽ݈ࠃ
4 月Լ०ʹ 	 ్தՃೖͷํਵ࣌ 
 େઇ۠Ҭ࿈߹͔
Βʰಛఆ݈ड݊ 	 ਫ৭ 
ʱ͕ੈଳ͝ͱʹૹΒΕ͍ͯ
ま͢ɻ͝߹ʹ߹Θͤͯਃ͠ࠐΈΛͯ͠く͍ͩ͞ɻ

อҎ֎ͷࠃ
ҩྍอݥͷැཆ者ͷํ

৬Λ௨ͯ͠ਃΛ͢Δඞཁ͕͋りま͢ɻৄ͠く 	 ݈
ྉؚΉ 
 Ճೖઌʹ͓͍ݥΊͷ৬まͨҩྍอۈ͓
߹Θͤく͍ͩ͞ 	 Ճೖ者ຊਓ৬݈͕༏ઌ͞Εま͢ɻ


णҩྍ੍݈ 	�� Ҏ্のํࡀ 


ݥ者ҩྍอྸߴظޙ 推進άϧʔϓ߁く͠課݈;߁݈ 	 ὸ 83-5431
 まͰ
͓ਃࠐΈく͍ͩ͞ɻ

ए��݈�
Ճೖ͍ͯ͠ΔอݥʹؔΘΒ
ͣɺ18 ʙ 39 ࡀ Ͱ ݂ ӷ ݕ ࠪ
ΛؚΉ݈ͷػձͷͳ͍ํ

推進άϧʔϓ߁く͠課݈;߁݈ 	 ὸ 83-5431
 まͰ
͓ਃࠐΈく͍ͩ͞ɻ

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
つ
い
て

͘
Β
͠
ͷ
૭
ޱ
՝
Ӵ
ੜ
(
ὸ
83
Ổ
̑
̐
̌
̎

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹࣾձٞڠࢱձʢὸ��-����ʣ

ɹ地Ҭのํとަྲྀで͖る場としてサロンΛ開࠵し
ますɻひ͡り地۠ではॳΊての開࠵となります
のでɺおܰؾにごࢀՃくͩさいɻ

˙日 ɹ̕月࣌ 26 日 ɹޕ後１３̌࣌～̐࣌
˙ ॴɹ;れ͋いަྲྀ館ɹ;れ͋いϧʔϜ
˙ରऀɹ東ひ͡り地۠にお住いのํ
˙内 ༰ɹΧʔϦンίンମݧ会ɺ会
Ճඅɹ200ࢀ˙ ԁ
˙ओ 会ٞڠ༧ਪਐޢԉ・հࢧ׆ɹ東神楽町ੜ࠵

（༧グϧʔϓޢ健康;くし՝հ：ہࣄ）
˙ਃ ɹ̕月ࠐ 19 日 までにɺ地Ҭࢧえ͋いਪਐ

һ（ߐ川・ҏ౻）までおਃしࠐみくͩさいɻ

ձɹ ࣮ɹࢪɹ日 ɹؒ࣌

つつؗ͡ 10月̕日ʙ12月11日ͷ
ຖिՐ༵ ࣌１ޙޕ 30 

　ʙ̎࣌ 30 ͺΕͬͱ
ʢͻ͡りʣ

10月10日ʙ12月12日ͷ
ຖिਫ༵

˙ର ɹ65 歳Ҏ্の町民
ɹɹɹɹɹ（ཁࢧԉ・ཁհޢೝఆΛड͚ていないํ）
˙内 ༰ɹࠊによいӡಈやɺτϨཁૉೖっͨ

内༰Λ༧ఆ
ߨ˙ ࢯɹদ本ɹ༑ཬɹୂྗڠɹ地Ҭおこしࢣ

（P'" ϤΨίʔνɺ"'"" ೝఆΤΞロϏ
ΫεインετϥΫλʔ）

Ճඅɹແྉࢀ˙
˙ఆ һɹ֤会場 30 ਓɹ˞ਃࠐみ͕ඞཁです

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹ݈߁;͘͠՝հޢ༧άϧʔプʢὸ�������ʣ

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̕ 月
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ฏ

13

̐
月
以
߱
、
ഇ
غ
物
の


֎
ম
٫
、
い
わ
Ώ
る
『

ম
き
』

は
、
一
෦
の
ྫ
֎
を
আ
き
ې
ࢭ
さ
れ

て
お
り
、一
定
の
ߏ

ج
४
を
ຬ
た
し

て
い
な
い
ম
٫

に
つ
い
て
も
使
用

が
ې
ࢭ
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
๏

に

違

す
る
と
、േ
ۚ
ܐ
な
ど
が
Պ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ম
き
は


ۙ
の
ॅ
民
の
方
の


に
な
る
と
と

も
に
、有
害
物
࣭
の
発
生
の
ݪ
Ҽ
に
も

な
り
ま
す
。農
地
の

ཧ
の
た
め
に
行

う

ম
き
な
ど
、ྫ
֎
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、ྫ
֎

で
あ
っ
て
も
、
ম
٫
を
さ
れ
る

߹

は
Ր
ࡂ
に
十
分
ཹ
意
し
て
ফ
Ր
す
る

ま
で
そ
の

を

れ
な
い
な
ど
、प
ғ

の
ॅ

環
境
に

ྀ
し
て
ۤ

が
ग़

な
い
よ
う

め
て
く
だ
さ
い
。

ừ
ྫ
֎
ߦ
ҝ
ʹ
ର
͢
Δ
ཹ
ҙ
ࣄ
߲
Ử

　

࣍
の
よ
う
な

߹
は
行

ࢦ
ಋ
の

ର

と
な
り
ম
٫
を
中
ࢭ
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

意
し

て
く
だ
さ
い
。

ɾ
家
の
中
に
Ԏ
が
入
る
な
ど
の
ۤ


が
あ
り
、
प
ғ
の
ॅ

環
境
に
Ө

ڹ
を
お
よ
΅
し
て
い
る

߹

ɾ
ಓ
࿏
が
Ԏ
に
෴
わ
れ
、
ަ
௨
ࣄ
ނ

な
ど
の
ة
ݥ
ੑ
が
あ
る

߹

　

さ
ら
に
、
ྫ
֎
行
ҝ
に
ศ

し
、

ഇ
ϓ
ラ
ε
チ
ッ
ク
、ഇ
Ϗ
ニ
ー
ル
、

ഇ
λ
イ
Ϡ
な
ど
の
ഇ
غ
物
を
ম
٫

し
た

߹
は
、
違

に
よ
る
േ
ଇ

の
ର

と
な
り
ま
す
の
で
、
き
ち

ん
と
分
ผ
し
、
ઐ

の
ॲ
ཧ
ۀ
ऀ

へ
ґ
པ
す
る
な
ど
、
適
ਖ਼
な
ॲ
ཧ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ࢿ
ݯ
ご
み
や
一
ൠ
ご
み
の
ग़
し
方

に
つ
い
て
は
、
࣍
の
こ
と
に

意
し

て
く
だ
さ
い
。使
用
す
る
ご
み
ା
は
、

ಁ
໌
ま
た
は

ಁ
໌
で
、
༰
ྔ
が
�5

Ὑ
以
内
の
ା
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。ớ
ං
料
ା
な
ど
色
の
ೱ
い
Ϗ
ニ
ー

ル
ା
は
、
中

の
֬
認
が
で
き
な
い

た
め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。Ờ

　

೩
や
せ
る
ご
み
ɾ
೩
や
せ
な
い
ご
み

を
ग़
す
と
き
は
、ご
み
ॲ
ཧ
݊
を
ష
り
、

重
ྔ
10
ᶵ
以
内
で
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ừ
೩

ͤ
Δ
͝
Έ
Ử

ɾ
生
ご
み
は
水
分
を
十
分
に

っ
て

か
ら
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ɾ
ࢴ
オ
ム
π
は
Ԛ
物
を
取
り
আ
い
て

か
ら
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ɾ
ご
み
ॲ
ཧ
݊
を
ష
っ
て
く
だ
さ
い
。

ừ
೩

ͤ
ͳ
͍
͝
Έ
Ử

ɾ
ׂ
れ
た
空
き
び
ん
ɾ
Ψ
ラ
ε
は
ް

ࢴ
な
ど
に
แ
み
ة
ݥ
と
ද
ࣔ
し
て

く
だ
さ
い
。

ɾ
ご
み
ॲ
ཧ
݊
を
ష
っ
て
く
だ
さ
い
。

ừ
େ
ܕ
͝
Έ
Ử

　

�5
Ὑ
α
イ
ζ
の
ご
み
ା
に
入
ら
な

いớ
ା
に
入
れ
て
ޱ
が
݁
べ
な
い
Ờも

の
や
重
ྔ
が
10
ᶵ
を

え
る
も
の
に

つ
い
て
は
大
ܕ
ご
み
に
な
り
ま
す
。

ग़
す
と
き
は
大
ܕ
ご
み
ॲ
ཧ
݊
を
ష

り
ށ、
ผ
収
ू
し
ま
す
の
で
東
神
楽

環
境
ا
ۀ
組
߹ớ
ὸ
�3
Ổ
̑
̐
̎
̑
Ờ

ま
で
お
ਃ
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ừ
༗

͝
Έ
Ử

　

ס
ి

や
ܬ
ޫ

の
΄
か
に
、使

い
ࣺ
て
ラ
イ
λ
ー
や
Մ
೩
ੑ
Ψ
ε
が

入
っ
た
ε
ϓ
レ
ー
ớ؈
Χ
セ
ッ
ト
Ϙ

ン
ϕ
、整

ɾ
੍

ࡎ
ɾ
ࡴ
虫
ࡎ
な
ど
Ờ

は
೩
え
な
い
ご
み
の

に
ಁ
໌
ま
た

は

ಁ
໌
の
ା
に
入
れ
、『
有
害
ご

み
』と
ه
入
し
て
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

˞
ε
ϓ
レ
ー
؈
は
中

を
使
い

り
、

݀
を
あ
͚
ず
に
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ừ
ࢿ
ݯ
͝
Έ
Ử

ɾ
Ԛ
れ
て
い
る

߹
は
ඞ
ず
ચ
っ
て

く
だ
さ
い
。
Ԛ
れ
の
མ
ち
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ͧ
れ
೩
や

せ
る
ご
み
、
೩
や
せ
な
い
ご
み
と

し
て
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ɾ
ϖ
ッ
ト
Ϙ
ト
ル
、
び
ん
な
ど
の

Ω
Ỿ
ッ
ϓ
は
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

ɾ
ࢿ
ݯ
ճ
収
物
ஔ
に
一
ൠ
ご
み(

೩
や

せ
る
ɾ
೩
や
せ
な
い
ɾ
大
ܕ
ɾ
有
害

ご
み)

は
ग़
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ừ
খ
ܕ
Ո
ి
Ử

ɾ
使
用
ࡁ
小
ܕ
家
ి
を
ご
み
Ϙ
ッ
ク

ε
に
ग़
す
ࡍ
は
、
小
さ
い
物
は
ା

な
ど
に
入
れ
ご
み
Ϙ
ッ
ク
ε
の
中

野
外
で
の
ご
み
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

͘
Β
͠
ͷ
૭
ޱ
՝
Ӵ
ੜ
(
ὸ
83
Ổ
̑
̐
̌
̎

守
り
ま
し
ょ
う�

ご
み
の
出
し
方

͘
Β
͠
ͷ
૭
ޱ
՝
Ӵ
ੜ
(
ὸ
83
Ổ
̑
̐
̌
̎

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹେઇফ߹東ফॺʢὸ�������ʣ

ɹ͋なͨのେなਓ͕ಥ然れͨΒɺ͋なͨはԿ͕で
͖ますかɻେな命Λ救うͨΊに৺ഏોੜ๏や "&%
のいํなͲΛ親子でମݧしてみませんかɻ
ɹେઇফ߹東ফॺでは̕月̕日の『救ٸの日』
ΛؚΉ救ٸҩྍिؒに߹わせて親子でԠٸखΛମݧ
して͚るよう『親子で学ぶ救命教室』Λاըしまし
ͨɻڵຯの͋るํはੋඇごࢀՃԼさいɻ
˙日 ɹฏ成࣌ 30 年̕月 16 日 

ୈ１回ɹޕલ 10 ～࣌ 11 ࣌ 30 
ୈ̎回ɹޕ後１࣌ 30 ～３࣌

˙ ॴɹେઇফ߹東ফॺ
˙内 ༰ɹ親子で楽しみな͕Β৺ഏોੜ๏・̖̙̚の

๏なͲΛ学ぶํ༺

˙ର ɹ町内ࡏ住のখ学ੜの児ಐとͦのอऀޢ
Ճඅɹແྉࢀ˙
˙ఆ һɹ֤回８（ਃࠐみઌணॱ）
˙ਃ されるํはฏ成رɹࠐ 30 年̕月 1� 日 ま

でにେઇফ߹東ফॺおిにて
おਃしࠐみԼさいɻ

˙ͦのଞɹرされるํは救命教室の後にফं
の見学Λして͚ますɻɹࡂग़ಈに
よりதࢭする場߹͕͋りますɻ

平成30	2018
年ɾ̕ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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10 月１日 

˙町੫ 	2 ظ 

ྉݥอޢྉɾհݥอ߁ຽ݈ࠃ˙ 	 ୈ 3 ظ 

ྉݥ者ҩྍอྸߴظޙ˙ 	 ୈ 3 ظ 


ɹฏ成 30 年度町੫や֤छอݥྉなͲのೲݶظは 10
月１日 ですɻೲݶظΛա͗てかΒೲΊΒれる場
߹ɺԆ金͕かかること͕͋りますのでɺೲݶظま
でにೲくͩさるようおئいしますɻ
ɹまͨɺපؾ・ෛই・ࣦۀࣄ・ۀの産なͲにより
ੜ͕׆ஶしくځࠔしͨ場߹やࡂによりඃΛड
͚ೲݶظ内にೲΊること͕ࠔな場߹にはɺ੫՝
ऩೲରࡦάϧʔプʢὸ �������ʣまでご相談くͩさ
いɻ
લʹ࿈བྷΛ͍͚ͨͩΕؒの૬ஊड͚ࣄ˞
͚͍ͯ͠·͢ɻ

˙͍߹Θͤ�੫՝ऩೲରࡦάϧʔプʢὸ�������ʣ

に
、
大
き
い
物
は
ご
み
Ϙ
ッ
ク
ε

の
ԣ
に
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

ɾ
ή
ー
ム
機
な
ど
の
ి

ό
ッ
ς

リ
ー
は
、
取
り
֎
し
が
Մ

な
も

の
は
取
り
֎
し
て
く
だ
さ
い
。

˙
ࠃ
ຽ

ۚ
อ
ݥ
ྉ
໔
আ
ͳ
Ͳ
ͷ

ਃ

ʹ
ͭ
͍
て

　

อ
ݥ
料
を
ೲ
め

れ
て
い
る
ঢ়
ଶ

で
、
ো
害
や
ࢮ

な
ど
の
ෆ
ྀ
の
ࣄ

ଶ
が
発
生
す
る
と
、
ো
害
ج
ૅ

ۚ

や
Ҩ

ج
ૅ

ۚ
が
ड
͚
ら
れ
な
い


߹
が
あ
り
ま
す
。

　

ܦ
ࡁ
త
な
ཧ
由
な
ど
で
ࠃ
民

ۚ

อ
ݥ
料
を
ೲ

す
る
こ
と
が
ࠔ

な


߹
に
は
、อ
ݥ
料
の
ೲ

が
໔
আ
ɾ

༛
༧
と
な
る
『
อ
ݥ
料
໔
আ
੍
度
』

や
『
ೲ

༛
༧
੍
度
ớ
50
ࡀ
ະ
ຬ
Ờ』

が
あ
り
ま
す
。

　

ฏ

30

度
の
໔
আ
な
ど
の
ड
͚


͚
は
ฏ

30

̓
月
̍

か
ら
։

始
さ
れ
、
ฏ

30

̓
月
分
か
ら
ฏ


31

６
月
分
ま
で
の
ظ
ؒ
を
ର


と
し
て
৹
ࠪ
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、ਃ

が
で
き
る
ա
ڈ
ظ
ؒ
に

つ
い
て
は
、ਃ

ॻ
を
ఏ
ग़
し
た

か

ら
̎

̍
か
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

ࣦ
ۀ
な
ど
に
よ
り
อ
ݥ
料
を
ೲ


す
る
こ
と
が
ܦ
ࡁ
త
に
ࠔ

に
な
っ

た
も
の
の
、
ਃ

を

れ
て
い
た
た

め
に
ະ
ೲ
ظ
ؒ
を
有
し
て
い
る
方
な

ど
は
、
く
ら
し
の
૭
ޱ
՝
ま
た
は


ۚ
ࣄ

所
へ
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

˙
໔
আ
ظ
ؒ
ɾ
ೲ

༛
༧
ظ
ؒ
͕
͋
Δ
ํ


　

ࠃ
民

ۚ
อ
ݥ
料
の
໔
আ
、
ೲ


༛
༧
、ֶ
生
ೲ

ಛ
ྫ
の
ঝ
認
を
ड

͚
た
ظ
ؒ
が
あ
る

߹
、อ
ݥ
料
を

શ
ֹ
ೲ
め
た
方
と
ൺ
べ
、
ྸ
ج
ૅ


ۚ(

65
ࡀ
か
ら
ड
͚
ら
れ
る

ۚ)

の
ड
͚
取
り
ֹ
が
গ
な
く
な
り
ま

す
。ক
来
ड
͚
取
る

ྸ
ج
ૅ

ۚ

を
૿
ֹ
す
る
た
め
に
、໔
আ
な
ど
の

ঝ
認
を
ड
͚
た
ظ
ؒ
の
อ
ݥ
料
に
つ

い
て
は
、10

以
内
で
あ
れ


っ

て
ೲ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

˞
໔
আ
な
ど
の
ঝ
認
ظ
ؒ
の
ཌ

度

か
ら
ى
ࢉ
し
て
̏

度

以
߱
の


ೲ
の

߹
、
当
時
の
อ
ݥ
料
ֹ

に
一
定
の
加
ࢉ
ֹ
が
上

せ
さ
れ

ま
す
。
ೲ
の
お
ਃ
し
込
み
や
、ご

૬
ஊ
を
ر

さ
れ
る
方
は
Ѵ



ۚ
ࣄ

所
ớ
ὸ
27
Ổ
̍
６
̍
̍
Ի


Ҋ
内
̎
ˣ
̎
Ờへ
お

い
߹
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

東
神
楽
町
で
は
、
૯

ল
な
ら
び

に

ւ
ಓ
か
ら
ґ
པ
を
ड
͚
、
ฏ


30

度
ॅ

ɾ
土
地
౷
ܭ
調
ࠪ
を
実

ࢪ
し
ま
す
。

　

調
ࠪ
ର

ੈ
ଳ
は
ラ
ン
μ
ム
に
બ


れ
、
東
神
楽
町
が
ҕ
ୗ
し
た
調
ࠪ

һ
に
よ
り
、
調
ࠪ
ථ
が


さ
れ
ま

す
。
ճ

は
、
ࢴ
໘
の
調
ࠪ
ථ
の
΄

か
、
イ
ン
λ
ー
ω
ッ
ト
で
も
ճ

で

き
ま
す
。

　

ຊ
調
ࠪ
は
、
ࠃ
や

ಓ

ݝ
の
ࢪ

ࡦ
や
ֶ
ज़
ݚ
ڀ
な
ど
に
෯

く
׆
用

さ
れ
ま
す
。
調
ࠪ
ର

に
બ

れ
た

ੈ
ଳ
の
方
は
、
ご
ڠ
ྗ
を
お
願
い
し

ま
す
。

ɾ
調
ࠪ
һ
の
๚

ظ
ؒ

　

９
月
15
ớ
土
ỜỖ
10
月
19
ớ
ۚ
Ờ

ɾ
調
ࠪ
に
つ
い
て
の

い
߹
わ
せ
ઌ

　

ฏ

30

９
月
̍

ớ
土
Ờ
Ỗ

10
月
26

ớ
ۚ
Ờ

　

ޕ
前
８
時
Ỗ
ޕ
後
９
時

　
ớ
શ
ظ
ؒ
、
土
༵
ɾ

༵
ɾ
ॕ


を
ؚ
Ή
。Ờ

ὸ
φ
Ϗ
μ
イ
Ϡ
ル

　
ớ
̌
̑
̓
̌
Ổ
̓
８
Ổ
̏
９
̏
９
Ờ

ὸ
̞
Ｐ
ి


　
ớ
̌
̏
Ổ
̑
̑
̏
９
Ổ
̑
̎
̏
̌
Ờ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
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付
猶
予
制
度
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つ
い
て

͘
Β
͠
ͷ
૭
ޱ
՝
ށ
੶
(
ὸ
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Ổ
̑
̐
̌
̍


ɹ
ɹ
ɹ
ۚ

˙͍߹Θͤɹ;Ε͍͋交流館ʢὸ83-3741ʣ

ɹେখかΒなるপΛࡦࢄしߚ༿Λ楽しみましΐうɻ

˙日 ɹ̕月࣌ 23 日 ɹޕલ̓࣌;れ͋いަྲྀ館
ग़ൃɺ̓࣌ 10 ૯߹ࢱ会館ܦ༝

˙ରऀɹখ学̑年ੜҎ্の町民のํɹ1� ໊
˞খ・த学ੜはอऀޢಉ
Ճऀ͕ࢀ˞ 10 ໊ҎԼの場߹は࣮ࢪしませんɻ

にదしͨɺӍ۩（ηύࢁɺొۺࢁɹొͪ࣋˙
Ϩʔτλイϓ）ɺ子ɺϦϡοΫɺ水ɺ
ன৯ɺอূݥのίϐʔɹଞ

Ճඅɹத学ੜҎ্ࢀ˙ 300 ԁɺখ学ੜ 200 ԁ
˙ਃ 会館にஔいてࢱɹ;れ͋いަྲྀ館・૯߹ࠐ

͋るҊ内༻ࢴよりおਃしࠐみくͩさいɻ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝
ὸ
83
Ổ
̎
̍
̍
̏

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
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ా

۠
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ඌ
Ҫ
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̏
߸
Ờ
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ҕ
ୗ
し
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の
で
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自
࣏
๏
ࢪ
行
ྩ
ớ
ত
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ྩ
ୈ
16
߸
Ờ
ୈ
̍
̑
８
߸

ୈ
̍
߲
の
ن
定
に
ج
ͮ
き
、
お
知
ら

せ
し
ま
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。

　

ฏ

30

̓
月
よ
り
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る
さ
と
ೲ

੫
に

る
د
ෟ
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収
ೲ
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ຈ

༸
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ࡳ
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中
ԝ
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௨
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൪
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ニ
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ຊ
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ྩ
ୈ

16
߸
Ờ
ୈ
̍
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߸
ୈ
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東
神
楽
町
で
は
、
町
֎
ډ
ॅ
で
;

る
さ
と
ೲ
੫
に
よ
る
د

を
さ
れ
た

皆
様
に
ײ、
ँ
の
ؾ
࣋
ち
を
込
め
て
、

ಛ
産
品
な
ど
を
お
ྱ
と
し
て
お
ૹ
り

し
て
い
ま
す
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ै
来
使
用
し
て
い
た
;
る
さ
と
ೲ

੫
α
イ
ト
『
さ
と
;
る
』
に
加
え
、

ฏ

30

̓
月
20

か
ら
は
『
;
る

さ
と
チ
ἀ
イ
ε
』
で
も
、
د
ෟ
を
ื

ू
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
ࣄ
ۀ
所

を
有
す
る
ࣄ
ۀ
ऀ
で
、町
内
で
生
産
ɾ



ɾ
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ɾ
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の
̎

ؒ

ừ
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ݧ

͍
ͣ
Ε


্
ࣗ
Ӵ
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Ѵ

ற
ಮ

Ͱ
ߦ
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ਪ
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՝
ὸ
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Ổ
̎
̍
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̏

˙͍߹ΘͤɹҬのͮؾݩ Γ͘՝ʢὸ��-����ʣ

ɹ東神楽町ではɺಠཱߦ๏ਓ日本εϙʔπৼڵ
ηンλʔの『ฏ成 30 年度εϙʔπৼڵく͡助成金』
Λड͚てɺ࣍のτϨʔχングϚγンΛඋしまし
ͨɻऀྸߴのํで҆શにར༻で͖ますのでɺօ
༷の健康ͮくりにご׆༻くͩさいɻ

˔૯߹ମ育館
ϨοグϓϨεˍΧʔϑ
Ϩイζɺχϡʔεςοϓ
˔;れ͋いަྲྀ館
τϨουϛϧ（ϥンχン
グϚγン）

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

募
集
し
て
ま
す

·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝
ὸ
83
Ổ
̎
̍
̍
̏

ɹ開放͋ײ;れるϙʔνɻؾݩいっぱい׆ಈする子
Ͳͨちɻࢪઃの見学やอ育ࢀ観Λ݉Ͷてɺみんな
Ұॹに楽しく༡びましΐうɻ

˙ର ɹະब園児
˙日  ɹ̕月̒日 ɺ10月19日 ɺ11月22日࣌
ɺۺ　ӡಈのしやすい（ணସえ）ɺ্ͪ࣋˙

֎で࠭༡び͕で͖る४උɺ子ɺハンΧν・
ςΟογϡ

˙ͦのଞɹ園内でのҿ৯は
ɹɹɹɹ ごԕྀくͩ さいɻ

˙͍߹Θͤɹ東神楽༮ஓԂʢὸ�������ʣ

ื
ɹ
ɹ
ɹ
ू

平
成
��
年
度
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

ࣗ
Ӵ
ୂ
Ѵ


ํ
ڠ
ྗ
ຊ
෦
ὸ
54
Ổ
̑
̒
̍
̓

平成30	2018
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˙͍߹Θͤɹ Ͳ͜ະདྷ՝ʢὸ�������ʣ

˙ืूॴ͓Αͼืू৬छ

場ॴۈ ืू৬छ ඞཁ֨ࢿ

தԝอ育園
（ὸ �3�3769）

อ育࢜
（ৗۈɺସ）
ए໊ׯ

อ育࢜

師（ସ）ޢ
１໊

ਖ਼ޢ師

東খنอ育園
（ὸ �3�3323）

อ育࢜（ସ）
ए໊ׯ

อ育࢜

児ಐΫϥϒ
（東・தԝ）
（ὸ �3�5�23）

学ಐอ育ࢧԉ
һ（ସ）
ए໊ׯ

なし（放՝後
児ಐࢧԉһɺ
อ育࢜ɺ教་ɺ
子育てࢧԉһ
͕ましい）

子Ͳൃ達ࢧ
ԉηンλʔ
（ὸ �3�2996）

ྍ育ࢦಋһ
（ৗۈɺସ）
ए໊ׯ

特別ࢧԉ学ߍ
教་まͨはอ
育࢜ɺ幼稚園
教་

相談ࢧԉઐһ
ए໊ׯ

相談ࢧԉઐ
һ（ૅجまͨ
はݱݚमम
（ྃड講）༧ఆ）
まͨはอ健師ɺ
特別ࢧԉ学ߍ
教་ɺࣾ会
࢜ࢱ

東神楽幼稚園
（ὸ �3�23�3）

教育ࢧԉһ
１໊

幼稚園教་ま
ͨはখ学ߍ教
་ɺཆޢ教་ɺ
特別ࢧԉ学ߍ
教་

ɹ東神楽町ではɺྟ࣌৬һ（อ育࢜なͲ）Λ࣍のと
おりืूしますɻ

ؒظۈ˙
日かΒฏ成༺࠾ 31 年３月31日まで

˙Ԡืํ๏
ɹ町内֤ࢪઃ（˞）にઃஔの町ࢦఆཤྺ書にඞཁ߲ࣄ
およびرする৬छΛهೖのうえɺ教育ҕһ会こͲະ
དྷ՝まͨは֤ืूࢪઃごఏग़くͩ さいɻ̡ ༣ૹՄʳ
Λূ໌す֨ࢿඞཁな৬छにԠืする場߹はɺ͕֨ࢿ）
る書ྨのࣸし͋わせてఏग़してくͩ さいɻ）
ɹཤྺ書༷ࣜはϗʔϜϖʔδかΒのμンロʔυՄ
ですɻ
ɹཤྺ書༷ࣜΛ༣ૹٻする場߹はɺฦ৴༻෧（֯
̎෧にฦૹઌの住ॴɺ໊ࢯΛهೖしɺ120 ԁの
खΛషってくͩ さいɻ）Λಉ෧しɺ教育ҕһ会こͲ
ະདྷ՝ٻしてくͩ さいɻ
˞ཤྺ書ઃஔの町内ࢪઃ（場૯՝ɺ૯߹ࢱ会
館ɺこれっと・૯߹ମ育館ɺぱれっとɺ子Ͳൃ達
（ԉηンλʔɺ図書館ɺ;れ͋いަྲྀ館ࢧ

ͳͲݧࢼ˙
ɹཤྺ書によりબߟしͨ後ɺ໘ݧࢼΛ࣮ࢪしますɻ

˙͍߹Θͤ
ɹԠืํ๏にؔすること
こͲະདྷ՝（ὸ �3�5�23）まで

ɹࣄ内༰にؔすること
（のとおりࡌهὸは）ઃまでࢪूื֤

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̕ 月
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σΟέϯζɾᶘɾΩʔε

̒月ɾ̓月ɾ̔月ͷ׆ಈใࠂ

　私が学生の頃は、暑くなってくると夏休み
のことばかり考えていました。社会人になっ
た今でもそうです。２年前に私は初めて日本
の夏休みを体験しましたが、休みの期間が１
カ月しかないことにとても驚きました。３カ
月くらいあるアメリカの夏休みと比べて、日
本の夏休みはとても短いので、僕はいまだに
慣れていません。
　日本では、夏休みでもほとんどの中高生が
学校へ通っています。部活をしたり、勉強を
したりしていますが、アメリカの生徒はほと
んど学校に行きません。学校に行く生徒は、
いい成績が取れずに『サマースクール』で勉
強しなければならない生徒です。私は、『サ
マースクール』を経験したことはありません。
　アメリカの夏休み期間には、楽しい活動が多

くあります。特に、夏限定のサマーキャンプが
盛んで、たくさんの種類があります。例えば、
NASA（アメリカ航空宇宙局）の天文学キャンプ、
陶芸体験キャンプ、スポーツキャンプなどです。
　また、中高生はアルバイトができるので、ア
ルバイトをする人もいます。
　私も学生の頃には、友達とボウリングをし
たり、水泳をしたり、バーベキューをしたり
しました。そのほかにも、家族と遊園地や水
族館、動物園、祖父母の家に遊びに行ったり
もしました。全部が楽しかったです！その中
でも私の一番の夏休みの思い出は、ボウリン
グでした。７歳の頃に、母親と１週間に３回
も行ってきました。なかなかいいスコアが出
なくて悔しかったですが、とてもいい思い出
になりました。

ՆٳΈͷա͝͠ํ

　４月に始まった、『足腰げんき教室』、『体がかたくてもヨ
ガ教室』『やさしいエアロビクス教室』も無事に最終回を迎え、
保険や救急車のお世話にならなかったことと皆様のご協力に
深く感謝し、参加して下さった皆様のお顔を思い浮かべなが
ら余韻を反すうし、８月下旬に始まる新しい教室の準備を進
めています。
　６月後半から７月・８月は、東神楽中学校１年生、東神楽小、
忠栄小学校の水泳授業と『わんぱく水泳教室』のため、プー
ルに通い詰めでした。特に、中学校の水泳授業は水温・気温
がとても低く、手足の指先がかじかんでしまうほどでした。
耐え切れずに採暖室へ行ってしまう生徒さんが続出する中で
自由時間としたところ、２人の生徒さんが水に残り、上達し
ようと一生懸命頑張る姿がありました。とても短い期間では
ありましたが、一生懸命頑張る生徒さんに出会え、お手伝い
ができてよかったと思っています。『わんぱく水泳教室』でも、

子どもたちのたくさんの『初めてできた』瞬間に立ち会え感
動と興奮の連続でした。
　７月 24日には、『大人の水中運動教室』を開催しました。
手のひらに水かきができる水中運動用の手袋をはいて有酸素
運動の効果を高め、水中ウォーキングとアクアビクスを行い
ました。泳げる、泳げないに関わらず多くの方々に足を運ん
でいただき、生涯スポーツとしての水中運動の人気の高さを
実感しました。
　北海道の短い夏も終わりに近づき、スポーツの秋を迎えま
す。東神楽の皆さまが親しみやすいスポーツの秋となるよう、
準備していきたいと思います。
　『やさしいエアロビクス教室』毎週木曜・金曜　午後２時～
　『体がかたくてもヨガ教室』毎週水曜・金曜　午前 10時 30分～
　問合せ先　地域元気づくり課　Tel　83-5407

দຊ�༑ཬɹ

平成30	2018
年ɾ̕ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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お風呂上りの男の子、お母さんは「はやくパンツ
をはきなさーい」というけれど、裸で外に出かけ
ます。庭の外には忍者たち。
「ぼくは、すっぽんぽんのすけだ～えいっ！」
さらわれた猫のみいちゃんを助けるため、忍者と
その親分ブルドッグを蹴散らし、町の中を走り回
ります。

˙ 東神楽町図ॻؗ　ὸ 83-4646

のಛू݄ࠓ
図書館ͰಛूίʔφʔΛઃ͚
ͯɺςʔϚʹԊͬͨຊΛ·ͱΊͯ
ஔ͍͍ͯ· ɻ͢

Πϕϯτ案内

˙খઆɹ敬老の日ಡ書の͢͢Ίಛू

すごいイϊϕʔλʔ70ਓのΞイσΟΞ（ϙʔϧɹεロʔン）
͋ぶないେ学・ফえるେ学 b19  （島ɹਗ਼志）
うちの子ɺ҆શͩい͡ΐうぶʁ  （宮ాɹඒܙ子）
ҩ師͕ൃ見しͨೝόイόイମૢ  （࡚ɹਗ਼ར）
 ຶ （և川ɹཾ೭հ）
絵でわかる地ٿԹஆԽ  （෦ɹխߒ）
Լ町ロέοτʤ３ʥ  （Ҫށɹ५）
Իࠥ  （見ɹढ़ߴ）
い෩  （ֿɹよう子）
ະདྷのϛϥイ  （ɹकాࡉ）
4BTTZ の͋かちΌんえ΄ん͙͙  （4BTTZ）
はなびのひ  （ͨしろɹちさと）
࣮େʂੈքのͲうぶつ絵本  （ιϑΟʔɹϔン）

෦で楽しΉɹখさなଽの  （ੴ川ɹӳ作）
ମにうれしい౻Ҫܙのまいにちೲ౾   （౻Ҫɹܙ）

͓͏·の͓͜
͓ͳ͠ձ
͓ ·͏の͓͜ʹΑΔֆຊΑΈ͖͔ͤձͰ͢ɻ
˙日ɹ࣌ɹɹɹ̕月22日ɹޕલ1030࣌～
˙ɹॴɹɹɹ;れ͋いަྲྀ館キοζϧʔϜ
（みෆཁࠐલਃࣄ）Ճྉɹɹɹແྉࢀ˙

̝̤ ʢ̘)igashikagura�0NotFnashi�$luCʣʹ ΑΔ
ӳޠのֆຊΑΈ͖͔ͤձͰ͢ɻ
˙日ɹ࣌ɹɹɹ̕月20日 ɹޕ後３࣌～
˙ɹॴɹɹɹ東神楽町図書館ɹ̎֊ࢹௌ֮室
（みෆཁࠐલਃしࣄ）Ճྉɹɹɹແྉࢀ˙

̝̤̘͍͑͝Ͱ͓ͳ͠ձ

̕月３日 はɺ図書館Λ特別開館しますɻ
開館ؒ࣌は௨ৗͲおりɺޕલ10ޕ～࣌後6࣌ですɻ
օさんのおӽしΛおちしていますɻ

図書館Λಛผ։館͠·͢

ֆຊ࡞Ոɹٶୡ͞ΜʹΑΔ
ʰֆຊಡΈฉ͔ͤͻΖʱ
˙日  ɹ݄̎̕日࣌

ᶃ࣌̏ޙޕʙ̐࣌h ֆຊのߨʢɦେਓ͚ʣ
ɹ˞ୗࣇ Γ͋ʢࣄલਃࠐඞཁʣ
ᶄ࣌̐ޙޕʙ̐࣌��分h ֆຊಡΈฉ͔ͤձʱ
ɹ˞ऴྃޙαΠϯձ͕ Γ͋·͢ɻ

˙ ॴɹ東神楽町図書館ɹలࣔϗʔϧ
˙ೖ  ྉɹແྉ
˙ఆ һɹ���ਓʢఆһʹͳΓ࣍ୈకΊΓ·͢ɻʣ
˙ਃ ࠐ ઌɹ東神楽町図書館ɹὸ�������

̕月2�日 は月図書ཧ日のͨΊٳ館日とな
りますɻ本Λฦ٫されるํは図書館ཪޱのϒοΫ
ϙετɺまͨは;れ͋いަྲྀ館Λごར༻くͩさいɻ

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̕ 月



(土) (日) ■親子で学ぶ救命教室（ P16 ）

(日) ■絵本作家宮西達也さんによる『絵本読み聞かせひろば』（ P17 ） つ (月) 【敬老の日】 つ

(月) ■東神楽町図書館特別開館（ P19 ） (火) ■助産師健康相談（ P10 ）
つ
・
図

(火) (水) ■１歳半・３歳児健診（ P10 ）

(水) (木) ■助産師健康相談（ P10 ）

(木) ■東神楽幼稚園幼稚園開放（ P16 ） (金) ■町民講座『やさしく学ぼう成年後見制度』（ P12 ）■ＨＯＣえいごでおはなし会（ P19 ）

(金) (土) ■おうまのおやこ 絵本読み聞かせ会（ P19 ） 図

(土) (日) 【秋分の日】■自然観察講座『秋の浮島ハイキング』（ P15 ） つ

(日) ■旭川空港祭り（ 広報８月号：P23 ） つ (月) 【振替休日】 つ

(月) ■子育て講座（ P10 ） 図 (火) ■ぱれっと健康相談（ P10 ） 図

(火) (水)
■にこにこサロン★志比内（ P10 ）
■お楽しみサロン（ P13 ）
■子育て教育相談（ P10 ）

(水) ■わくわく教室（ P10 ） (木)
■すくすく広場（ P10 ）
■よちのび広場（ P10 ）
■巡回相談会（ P12 ）

(木) (金) ■これっと健康相談（ P10 ） 図

(金) (土)

(土) ■住宅・土地統計調査（～10月19日）（ P15 ） (日) つ

つ 図休館日案内 東神楽町図書館交流プラザつつじ館

〒 071-1592  北海道上川郡東神楽町南１条西１丁目
TEL  0166-83-2113   FAX  0166-83-4180
発行日 / 平成30年８月23日発行　発行者 / 東神楽町　編集者 / まちづくり推進課
h t tp : //www. town . h i ga sh i k agu r a . l g . j p

9月


